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2025-4-24 厚生科学審議会生活衛生適正化分科会第５回理容師・美容師専門委員会 

 

○健康・生活衛生局生活衛生課指導係長 定刻となりましたので、ただいまより第５回「厚

生科学審議会生活衛生適正化分科会理容師・美容師専門委員会」を開催いたします。 

 委員の皆様方におかれましては、御多忙のところお集まりいただきまして、誠にありが

とうございます。 

 また、本日の会議は、あらかじめ事務局より傍聴を希望された方を対象に音声の配信を

行っております。そのため、御発言の際はマイクを近づけていただいた上でお名前を名乗

って、できるだけ大きな声で発言いただき、発言時はマイクを御使用いただき、発言され

ない際はマイクを切るよう御協力をお願いいたします。 

 傍聴される方におかれましては、開催案内の際に御連絡している「傍聴される皆様への

お願い」事項の遵守をお願いいたします。 

 続きまして、本日の出席状況について御報告いたします。 

 本日御出席いただいているのは、遠藤委員、大森委員、谷本委員、芳賀委員長、藤田委

員、藤𠩤委員、増田委員、松野委員、宮崎委員の９名で、増田委員はオンラインで御出席

いただいております。 

 委員総数10名中９名の委員の出席をいただいておりますので、厚生科学審議会生活衛生

適正化分科会運営細則第２条第６項の規定により、本日の会議が成立したことを報告しま

す。 

 それでは、この後の進行につきましては、芳賀委員長にお願いしたいと思います。 

○芳賀委員長 本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 早速ですけれども、初めに、事務局より資料の確認をお願いします。 

○健康・生活衛生局生活衛生課指導係長 資料の確認をさせていただきます。まず、議事

次第、委員名簿、座席表がございまして、議事次第に記載のとおり、資料１－１、１－２

の２点、このほか参考資料１から参考資料４を配付しています。過不足等ありましたら、

事務局にお申しつけください。 

○芳賀委員長 資料はおそろいでしょうか。ありがとうございました。 

 それでは、次第に沿って議事を進めていきたいと思います。 

 議題１「理容師及び美容師の養成のあり方等の見直しに係る中間とりまとめ（案）」に

ついて、事務局から資料の説明をお願いします。事務局から説明をいただいた後で委員の

皆様から御意見を聞き、審議するという段取りで進めていきたいと思います。 

 それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長補佐 それでは、事務局において、資料１－２の「理容

師及び美容師の養成のあり方等の見直しに係る中間とりまとめ（案）」を作成しましたの

で、御説明させていただきます。資料には、該当箇所を分かりやすくするために、各ペー

ジの左側に行数の番号を記載させていただいてございます。 
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 それでは、２ページ目を御覧ください。「第１ はじめに」ですが、まず、理容師法及

び美容師法に基づく制度として、理容師及び美容師の国家資格の取得に当たり、養成施設

における教課課程の取得や国家資格の合格の必要があるといったことを記載してございま

す。 

 ９行目以降には、それぞれの制度の類似の見直しとともに、直近の平成29年の制度改正

において、理容師又は美容師のいずれか一方の資格を持った者が他方の資格を取得しやす

くするための修得者課程の創設などの見直しが行われたことを記載してございます。  

 また、14行目以降は、理容師制度及び美容師制度のあり方等について幅広く審議するこ

とを目的として、令和６年６月に厚生科学審議会生活衛生適正化分科会の下に設置された

理容師・美容師専門委員会において、平成29年の制度改正から一定期間が経過したことや、

「国家戦略特区において取り組む規制・制度改革事項等について」等を受け、時代のニー

ズに沿った理容師及び美容師の養成制度のあり方について、当面、重点的に検討を行うこ

ととした経緯と、これまで関係団体のヒアリングを含めて５回にわたり議論を行い、今般、

一定の方向性が得られた点について早期に実現に向けて取組を推進する観点から、これま

での検討内容について整理し、中間とりまとめを行うことを記載してございます。  

 次に、「第２ 理容師及び美容師の養成のあり方等の見直し」については、「Ⅰ 検討

にあたっての視点」と「Ⅱ 各論点項目における検討内容について」の小見出しをつけて

ございます。 

 まず、「Ⅰ 検討にあたっての視点」については、30行目から３ページ目にかけて記載

してございます。理容業及び美容業は、国民生活に欠かせないサービスであり、今後とも、

高度化・多様化する消費者ニーズに対応したサービスを提供できる理容師及び美容師を養

成・確保していく必要があること。 

 他方、今後、生産年齢人口が急速に減少し、様々な産業分野で人材確保が大きな課題と

なる中で、理容業及び美容業を、将来にわたって若者にとって魅力的な職業とするととも

に、理容師及び美容師の養成制度について、少子高齢化の進展や近年の離職動向にも留意

しつつ、人材の確保・定着に資する仕組みとしていくことがより一層重要となっているこ

と。 

 これらの課題を踏まえて、今後の理容師及び美容師の養成制度のあり方に関し、検討の

視点及び論点項目を資料中の表にまとめて整理し、各論点項目に係る見直しの方向性につ

いて議論を行ってきたことを記載してございます。 

 ４ページ目を御覧ください。「Ⅱ 各論点項目における検討内容について」、各論点の

制度の現状と見直しの方向性をそれぞれ記載してございます。説明時間の都合上、制度の

現状の説明については省略し、見直しの方向性について御説明させていただきます。  

 初めに、「１．必修課目と選択課目の履修内容について」です。19行目以降に見直しの

方向性として、理容師及び美容師の養成に当たって必須となる知識及び技能の修得を図る

必修課目の履修を中核としつつ、多様な消費者ニーズを踏まえ、各養成施設において、選
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択課目を柔軟に設定・活用し、特色ある教育を促進することが重要であること。  

 このため、将来、理容業及び美容業に従事するに当たり、習得すべき実践的内容への重

点化を促進する観点から、「教科課程の基準の運用」で例示されている選択課目に関して、

以下の２つの見直しを令和８年度からの実施を目途に検討すべきであるとしてございます。 

 １つ目は、卒業後の理容業界・美容業界への定着を促進する観点から、必修科目の「運

営管理」での接客等に関する教育に加えて、早期から自身のキャリアデザインを促すため

のキャリア指導や就職活動、就業に必要な接客マナーに関する教育を実施する課目の設定

が可能であることを明示しております。 

 ２つ目は、一般教養課目群の「社会福祉」において、高齢化の進展等による社会情勢の

変化も踏まえた知識の向上を図るとともに、様々な客層に対応できる人材を養成する観点

から、理容所及び美容所における高齢者や障害者の接客対応、外出が困難な高齢者等に対

する出張理容及び出張美容などに係る教育内容の充実といった内容になってございます。  

 ５ページ目を御覧ください。「２．養成施設における実習のあり方について」です。21

行目以降が見直しの方向性でございます。消費者ニーズが高度化・多様化する中、就業後

のミスマッチ防止や人材の定着促進の観点から、養成段階において現場で求められる技術

や就業態度等を学ぶ機会の必要性及び重要性は増していると考えられるため、各養成施設

において、まずは選択課目の枠組みを柔軟に活用しながら、こうしたニーズに対応した教

育を推進することが期待されるとしてございます。 

 次に、第３回委員会のヒアリングに出席された養成施設の参考人から、「職業実践専門

課程」の認可を受けた取組の紹介がございました。本ページの下のほうに記載している注

釈を御覧ください。職業実践専門課程とは、専修学校の専門課程であって、職業に必要な

実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として、専攻分野における実務に関する知

識、技術及び技能について組織的な教育を行う課程として、平成26年度から文部科学省に

おいて認定制度が開始されているところでございます。 

 本文に戻りまして、27行目を御覧ください。これまでに「職業実践専門課程」の認定を

受けた養成施設が全体の約４割に達するなど、近年、各地域において理美容業界との連携

体制の下で授業科目等の編成や実習等を実施する取組も一定程度広がりを見せており、こ

うした状況にも留意しつつ、以下の見直しを進める必要があることとしてございます。  

 なお、職業実践専門課程の概要は、参考資料３のスライド39ページにございますので、

適宜、御参照ください。 

 続きまして、32行目以降ですが、具体的な見直しの方向性として、「①必修課目と選択

課目の共通事項」について、「教科課程の基準の運用」に示す一定の条件の下で理容行為

及び美容行為を行うことが可能であることを含め、実務実習及び校外実習の積極的な活用

を速やかに周知するべきであるとしてございます。 

 ６ページ目を御覧ください。「②選択課目（一般教養課目）」について、福祉施設や地

域におけるボランティア活動などの機会を更に活用することを速やかに周知するべきであ
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るとしてございます。 

 「③選択課目（専門教育課目）」について、実習は養成施設内での実施を原則とするこ

とは、選択課目においても同様であるが、養成施設における特色ある教育の一環として、

現場で求められる技術や態度等を重点的に学ぶ機会を提供する選択課目（専門教育課目）

の設定を弾力的に行うことができるよう、校外実習の単位数（時間数）の上限について、

「教科課目の区分ごと」に５分の１を超えない範囲から、「選択課目全体」で合計が５分

の１を超えない範囲へ見直し、令和８年度からの実施を目途に検討すべきであるとしてご

ざいます。 

 続いて、「④必修課目（実務実習）」について、理容師又は美容師の養成の骨格となる

必修課目である理容実習又は美容実習の一部としての位置づけを十分に踏まえつつ、養成

施設の判断において、実践的能力等の習得に向けた多様な学習機会を確保するための工夫

として、地域の理容所又は美容所との連携の下、現行の上限時間を超えて実務実習を行う

ことを可能とすることが考えられます。 

 なお、上限時間の見直しに当たっては、必修課目の一部としての位置づけに照らし、実

務実習の受入先となる理容所又は美容所によって、生徒の習得内容に隔たりが生じないよ

う、実務実習の質の確保に向けた環境整備の方策も併せて、引き続き検討を進めるべきで

あるとしております。 

 23行目以降は「３．養成段階と就職後の人材育成の連携・接続について」です。 

 ７ページを御覧ください。見直しの方向性としまして、養成段階と就業後の人材育成の

連携・接続が円滑かつ効果的になされるよう、実態調査により、引き続き、養成施設の教

育状況等を把握し、都道府県や養成施設、理容所及び美容所に周知するべきであること。  

 また、理容所及び美容所における入職後の人材育成の取組推進の重要性について、関係

団体の協力を得ながら、速やかに周知するべきであることを記載してございます。  

 次に、「４．同時授業の特例の取扱いについて」です。32行目以降に見直しの方向性と

して、将来にわたって地域に理容業及び美容業に必要な人材を輩出できるよう、急速な少

子化の進行や教員確保難への早急な対応として、同時授業の実施要件の更なる緩和を検討

すべきであるとしてございます。 

 ８ページ目を御覧ください。「５．遠隔授業の取扱いについて」です。11行目以降に見

直しの方向性としまして、近年の情報通信技術の発展等を踏まえ、対面授業に相当する教

育効果を維持しつつ、養成施設や生徒が多様な履修方法を選択することができるよう、実

習を主たる要素とする理容師養成課程及び美容師養成課程の性格等を勘案した上で、速や

かに養成施設における遠隔授業の取扱いや運用を明確化すべきであるとしてございます。  

 「６．通信課程における面接授業の特例の取扱いについて」です。９ページ目を御覧く

ださい。見直しの方向性ですが、通信課程の修得者課程や他の養成課程における実習の単

位数（時間数）との均衡を踏まえた場合、本特例の見直しそのものは必要と考えられるが、

本専門委員会における議論では、現状では本特例の見直しに係る周知が十分に行われてい
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るとは言えないことや、見直しの内容等について、養成施設、通信課程の生徒及び当該生

徒が常勤で補助的作業に従事している理容所及び美容所などの現場の負担等を十分に考慮

する必要性が指摘されたところでございます。 

 このため、本特例の対象となる理容所及び美容所での常勤従事者の就業実態等を把握し

た上で、履修内容の減免の妥当性等について評価・検討を行い、その結果を踏まえ、今後、

常勤従事者が通信課程において履修すべき適切な単位数（時間数）の設定を行うべきであ

るとしてございます。 

 なお、上記の評価・検討プロセスには一定の期間を要すると考えられることから、当該

期間に応じて「通信課程における授業方法等の基準の運用」に示す本特例の適用期限とな

る令和８年度末の期間を延長した上で、評価・検討プロセス後の本特例の見直し方針につ

いて、関係者に十分な周知を図った上で施行すべきであるとしてございます。  

 次に、「第３ おわりに」でございます。理容業及び美容業は、国民の日常生活に身近

で欠かすことのできない営業であり、近年の消費者ニーズの多様化や技術の高度化などへ

対応できる理容師及び美容師を養成することが求められており、このような中、消費者の

多様なニーズに応えつつ、衛生面、安全面に十分配慮した見直しを行うことは、国民生活

に必要不可欠な理容業及び美容業全体の振興を図ることとなり、その結果、より一層の国

民生活の質の向上を図ることが可能となるものと考えるとしてございます。  

 厚生労働省においては、本中間とりまとめを踏まえ、関係制度の見直しを含めた必要な

措置を講じ、次代の理容師及び美容師の人材育成に一層尽力されることを期待するとして

ございます。 

 本専門委員会においては、今後、本中間とりまとめを踏まえた取組の進捗の確認を随時

行うとともに、更なる検討が必要と整理した課題については、引き続き、今後の見直しの

方向性を明確にする観点で必要な議論を行っていくとしてございます。  

 なお、本専門委員会では、これまで５回にわたり、理容師及び美容師の養成制度を重点

的な検討対象としてきたが、議論の中で、消費者ニーズの変化や少子高齢化の進展等を踏

まえ、今後の理容業及び美容業の諸課題について検討する必要性を指摘する意見があった

点に留意が必要であると結んでございます。 

 その他、10ページには本専門委員会の委員名簿、11ページ目には専門委員会の開催状況

を掲載してございます。 

 簡単でございますが、事務局からの説明は以上でございます。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。 

 中間とりまとめ（案）につきましては、本日、これから御議論いただいた上でとりまと

めをしたいと考えておりますので、御協力のほど、よろしくお願いいたします。  

 それでは、委員の皆様から、今、御報告いただいた内容につきまして御意見や御質問を

お願いしたいと思います。発言の際は、挙手をした上で、私が指名してから御発言いただ

くよう、御協力のほど、よろしくお願いします。では、御意見、御質問等ございましたら、
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お願いいたします。 

 谷本委員、お願いします。 

○谷本委員 以前から何回も言っていますけれども、私どもがつくっている教科書の中に

は、もう既に言われているキャリアデザインを促すとか、入っておりますので、足らぬ部

分があれば、また教えていただいて、追加するという形を取りたいと思いますので、おか

しなところがあったり、足らぬところがあるようでしたら、御指摘いただいて指導いただ

ければと思いますので、よろしくお願いします。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 大森委員、お願いします。 

○大森委員 理容の養成校の生徒の減少が大変心配されております。理美容に係る問題と

して在り方を考えるときに、地方における後継者不足で、交通難民ということで例えてお

話ししましたが、ライドシェア、タクシーも交通難民に対応するべき問題であのような形

になっておりますが、理美容においてもそういったことが将来心配されて、高度な衛生的

なこの技を次につないでいくためには、そのあり方というのをこれまでも述べてきました

けれども、今後も検討を行っていただくということで、「おわりに」というところに入っ

ております。そういった意味において第３の指摘に期待したいと思っておりますので、ぜ

ひ一番の難問題が横たわっておるということも皆様方に認知いただいて、今後の問題とし

ていきたいと思います。御協議ありがとうございました。 

○芳賀委員長 ありがとうございます。 

 ほかの委員から何かございませんでしょうか。 

 増田委員、お願いします。 

○増田委員 今日は出張中で、こちらから失礼いたします。 

 とりまとめ、読ませていただきまして、非常によくおまとめいただいたと思っておりま

す。全部賛成いたしておりますけれども、中でも４ページ目の（２）の①、就業に必要な

接客マナーということで、もう既に実施されているところは多いかと思うのですけれども、

今後、接客マナーの中でカスハラをつくらないマナー。それから、万が一、そういう状態

になったときの組織的な対応などについても触れていただければいいのかなと思いました。 

 それから、②のほうで、高齢者や障害者の接客対応というような福祉に関係する学習が

ありますけれども、高齢者の特性とか障害者の特性とか、そういう方たちに単に理美容を

するというだけでなく、どういう対応をしたらいいのか。耳が聞こえにくいとか、はっき

り言葉が出てこないというようなときの対応というのをもし知らないと、理美容師さんた

ちが御苦労されることもあろうかと思いますので、介護の専門家による学習など、それこ

そオンラインによる専門家による学習とかいうことが充実されればいいのかなと思いまし

た。 

 大森委員からも、地域の交通事情の問題の御指摘が今ございましたけれども、そういう
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場合にオンラインの活用ができればいいのかなと考えました。ありがとうございました。  

○芳賀委員長 ありがとうございました。今のは４ページの①、②の中身、もしかしたら、

もう少し具体的にキーワード的に加筆していただけるといいのかなということだと思いま

すので、御検討いただければと思います。 

 お願いします。 

○藤𠩤委員 美容連合会の藤𠩤でございます。 

 関連しているのですけれども、４ページ目の指摘がありました理容所及び美容所におけ

る高齢者や障害者の接客対応に関して、教育の充実とありますが、全理連さんのほうでは

以前からケア理容師さんということをやっていますし、全美連でもハートフル美容師とい

うことで、通信教育を中心にして、お店にいらっしゃるお客様や出張美容に対しての、特

に障害を持ったお客様あるいは高齢のお客様に対する接遇などについて、しっかりと勉強

する仕組みがあり、養成施設の教育とサロンの現場がつながる。これについては、さらに

高齢化が進んでまいりますので、我々の団体としても積極的に推進していきたいなと考え

ております。 

 以上でございます。 

○芳賀委員長 ありがとうございます。①のほうには明示と書いてあるのですけれども、

既に取組をされているということですから、取り組んでいるというのをみんなに分かりや

すく、目に見える形で示していくことも大事ですので、そういうことが進めばいいかなと

思っております。 

 ほかの委員の皆様、いかがでしょう。 

 私からちょっといいですか。事務局に確認。報告書のとりまとめの中身については私も

賛成で、すごく分かりやすくまとめてくださっていると思います。割と今すぐやるべきこ

ととかやらなければいけないこと、できることがうまく分かりやすくまとまっていると思

うのですけれども、実際に特に令和８年度からの実施を目途に検討というふうに明示され

ているものは、割と時間が短いなと思って見ていたのです。 

 ２つ聞きたいのですけれども、１つは、養成施設の実習のあり方についての、例えば関

連施設の積極的活用の周知とか、一般教養課目に関して、福祉施設や地域ボランティアの

さらなる活用の周知、これも周知していきましょうと声を出していただく、みんなに理解

促進、もう一回認知をちゃんと取っていきましょうということだと思うのですけれども、

これはどういうチャンネルで周知を図っていくことを想定されていますか。  

○健康・生活衛生局生活衛生課長 事務局でございます。 

 これまで養成施設での教育の内容につきましては、各都道府県のほうで指導監督をやっ

ていただいてございますので、私どもからは都道府県宛てに通知を出して、各養成施設に

対する指導方、お願いしますという形で出してございますので、基本的にはそのような方

法を取らせていただくことになるかと思います。 

○芳賀委員長 分かりました。ありがとうございます。 
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 それから、もう一点なのですけれども、例えば校外実習の単位数（時間数）上限の見直

しとかですと、これは令和８年度からの実施を目途に検討ということになっていますが、

もうあと１年ないですけれども、単位数とか時間数の上限の見直しとなると、何か規則の

変更とかが必要になるのではないかと思うのですけれども、手続はどういうふうな感じに

なりますか。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長 事務局でございます。 

 手続的には、私どものほうから出している通知の中で書かれている内容を変更するとい

うことになります。ただ、私どもといたしましても、各養成施設におけるカリキュラムに

影響を与えるような内容にもなると思いますので、皆様方、夏ぐらいにはカリキュラムの

編成、来年度に向けて御準備されるということであろうかと思いますので、その辺り、関

係団体の皆さんのスケジュール感については、御意見をいただきながら、来年度からのカ

リキュラムに影響が出ないように準備させていただきたいと考えているところでございま

す。 

○芳賀委員長 分かりました。ありがとうございます。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 谷本さん、お願いします。 

○谷本委員 教育センターの谷本ですけれども、これは今、検討すべき全体の中で答えて

いくのですか。順番にやっていくことではなくて。 

○芳賀委員長 このとりまとめ（案）全体。 

○谷本委員 それでは、例えば実務実習を増やすようなことを検討しなければということ

ですけれども、増やすのは何の目的があって増やすのかというのが大事。そして、実務実

習は、理容業・美容業、業界の人たちがその目的・内容をちゃんと認識して、そのために

何をするかというのをやってもらわないと何の効果も出ないと思いますので、それを徹底

的に、これは各都道府県に任せているではなくて、こういう姿勢で、こうやってくれとい

うのをきちんと指導して各県に流してもらうようにしないと、ただ増やしました、こうや

れということであれば、私は求めている答えが絶対に出てこないと思います。 

 ですので、何のためにやる、何のために増やすということを業界の方にきちんと認識し

てもらって、それができるかできないかということを、確認、検証してやらないと、そん

なの、言われているからするということであれば、もう答えは出てこないと思うのです。

こっちが求めている、厚労省が求めている答えが出てこないと思いますので、その辺はし

っかり周知していただくようにお願いします。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。今の谷本委員の御指摘は、６ページの④の実践

的能力等の習得に向けたというところをもう少し具体的にというか、そういうことですね。

例えば、括弧書きとか注書きでもいいと思うので、雑駁に言えば、国家資格を取った若い

理美容師たちが一刻も早く自分の腕で稼げるようにということですね。  

○谷本委員 そうでしょう。 
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○芳賀委員長 そういう意味合いだということが伝わるような例示か何かしていただけれ

ばと思います。 

 ほかにはいかがでしょう。 

 松野委員、お願いします。 

○松野委員 ありがとうございました。 

 特に何かというのはないのですが、１点だけ。４ページの②の36～37行目のところ、本

当に大事なことで、入れていただいて感謝していたのですけれども、大森委員の話も伺っ

た中で、外出が困難な高齢者等に対するだけではなくて、外出が困難な地域というか、人

ではなくて地域で括るような言葉が１個入ると、よりよいのではないかなと思いました。

まとめてアウトリーチで出向いていって、その地域の方の理美容をするとか、そういうの

ができるといいのかなと思いましたので、夢ではあるのですけれども、構想としては一言

あってもいいのかなと思いました。 

 以上です。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。ここのところもちょっと書きぶりを御検討して

いただけますか。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 増田委員、お願いします。 

○増田委員 私が理解不足なのかと思うのですが、７ページ目の同時授業の特例の取扱い

というところで、理容師・美容師の学習については、それぞれ受講項目が違うということ

は理解するのですけれども、片方の資格を持っている方が次の資格を取れるようになって

いる状況を見れば、共通の項目というのがすごく多いのではないかと思います。そうした

ときに、こういう細かい特例をつくっているという理由が外から見たときにちょっと分か

りにくくて、その辺を一言どこかに入れていただくといいのかなと。なぜこういう条件を

今までつけてきたのか。それを緩和するという方向性については賛成していますけれども、

その辺をお聞かせいただければと思います。 

○芳賀委員長 同時授業に関する条件についてですか。 

○増田委員 そうです。これはすごくハードルが高い条件だと思うのですけれども、それ

をしなくてはいけない理由です。 

○芳賀委員長 事務局、御説明いただけますか。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長 ７ページの制度の現状のところにもございますように、

基本的には美容師法・理容師法、それぞれで必要な施設、教室あるいは教員の資格等々に

ついても記載がございますので、それに基づいて、それぞれの法に基づいてやっていただ

くということではございます。 

 ただ、その中で併設校という形で両方の教育の設備を持っていらっしゃるということで

あれば、その一定の範囲においては、同じ環境の中で学んでいただくことを活用できるよ

うにということで特例を設けているところでございます。少し分かりづらいという御指摘
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もございましたけれども、この目的等々について、もう少し付言できるところがあれば書

き込むということはさせていただきたいと思います。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。増田委員、よろしいですか。 

○大森委員 関連して。 

○芳賀委員長 大森委員、お願いします。 

○大森委員 同時授業というのが始まったのが、もう20年近く前ですか。理容師の養成校

の生徒が少ないということで、これは救済しなければいけないと始まったのです。今から

７～８年前にも、今、委員から説明がありましたけれども、もう一方の免許を取りやすく

するダブルライセンス。これらを見たときに、今、著しく進展がありますから、似たよう

な課目がたくさん出てまいりますから、増田委員が言われたので、意味合いを加えて、必

要に応じて同時授業を積極的に進めていくということにしたらどうですか。  

○芳賀委員長 事務局、お願いします。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長 御指摘いただいたところで、ダブルライセンスの文脈

を踏まえてというところについては、ダブルライセンスができたことで同時授業がどうい

うふうにあるべきかというところについては、結びついた形での位置づけというのは今ま

でしてこなかったところかなと思いますが、もう少し分かりやすい形での記述ということ

については、もう一度精査させていただきたいと思います。 

○芳賀委員長 門外漢なのですが、最初に書いてある、それぞれ必要な施設、教室、教員

等を確保した上でというのは結構大事と思っていて、我々も大学でいろいろな科目がある

のですけれども、例えば私なんか近いところがあって、流通論と商業学は何が違うんだ、

外から見ていると一緒ではないかと思われたりすると思うのですけれども、私は商業学を

教えられるけれども、流通論は教えられないのです。そういう違いがあるのかな。だから、

教育となると、教えるとなると、類似の科目名称とかでも、意外とどっちかの人が両方ま

とめてやってもいいとは、単純にはならないことがあったりして、そこが難しいのだろう

なとちょっと思いました。 

 すみません、お待たせしました。先に宮崎委員からでいいですか。お願いします。 

○宮崎委員 このとりまとめ自体、本当にいい方向かなと思っております。その中で、８

ページの遠隔授業について、今回は突っ込んだ話が少なかったかなと思うのですけれども、

この部分については、これから18歳人口がぐんと減っていくときに、学校がなければ理容

師・美容師の世界もない。これはほかの職業でも一緒ですけれども、その場を維持するた

めには、ある程度遠隔授業というのをうまく活用しながら、場所を残して、学ぶ場を残し

てというのは、多分あらゆる学ぶ場で考えていかなければいけない。もちろん、大学もこ

れを考えてというのは当然入っているところです。 

 ですので、学校が残るという意味でも、この遠隔授業を一体どうやったらいいのかとい

うのは、なるべく早く導入してみて、何年かうまくいったり、うまくいかなかったりとい

うのを試しながらも、本格的に2030年以降、ぐんと子供の数が一気に減っていきますので、
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そこの部分でうまく対応できるようなことというのを今からしっかり考えておくことは、

非常に重要ではないかと思っております。 

 以上です。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。遠隔授業もここ数年でどんどん拡大してという

か、急速に進展していまして、小中高大でも秀逸な取組事例が蓄積されてきていると思い

ます。そういうのも生かされるといいかなと思います。 

 お待たせしました。藤田委員、お願いします。 

○藤田委員 学習院大学の藤田でございます。 

 ちょっと議論が戻ってしまうのですけれども、先ほどの同時授業の議論に関しましては、

私は、特に理容師養成施設の経営面での支援的な文脈がメインのように理解していたので

すけれども、その辺が、今いろいろ御意見を伺いまして、別の意味合いもあるのかと思い

ましたもので、その点、そういった理解でよろしかったのかという確認をさせていただき

たいと思いまして、挙手させていただきました。 

○芳賀委員長 事務局、いかがでしょうか。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長 御指摘いただきましたとおり、これまで平成22年以降、

導入された経緯としては、まさに理容側の学生数が非常に少なくなってきているという中

において、併設校の中での運営については、美容側と同時に授業を行うことによって、理

容側で例えば教員の方の確保がなかなか難しいというところがあれば、そこは美容の教員

のほうから一緒に授業を受けることができるという形で、施設側の運営について支援を行

うことができるという意味で特例が設けられているということでございます。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 谷本委員、お願いします。 

○谷本委員 今の同時授業ですけれども、もともと私ども養成施設は１クラス40人。そし

て、生徒１人に1.65というのが決められているわけです。これをつくったときには、おっ

しゃるように、確かにたまたま理容の生徒さんがなかなか入ってこないという中で、理容

が40人の定員があるにもかかわらず、30人しか入っていないのだったら、その教室でとい

うことでスタートしたと思うのです。それなら、もともとの生徒１人当たり1.65というの

は、その養成施設の基準はずっと守らせるのか守らせないのか。人数を増やすことになっ

てもどうなさるのですか。それがちょっと分からない。 

○芳賀委員長 お願いします。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長 私どもとしては、まさに目安としては40人ということ

はお示ししてございますが、特例的に同時授業をやった場合にそれを超える形になり得る

ということは、私どもとしても前提として認識しているところでございます。ただ、その

場合においても、お一人当たりの教育の環境として、あまり狭いことにはならないように

お願いしますと申し上げてございます。ですから、クラス編成として40人を超え得るとい
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うことは想定しているところでございます。20人未満の規模に理容の側がなっている場合、

これまでも手当てがされてございますので、美容側が40前後ということであれば、60人ぐ

らいにはなり得るということは今までも生じたのかなと思います。 

 それよりさらに緩和していくとなると、私どもとしても美容側が例えば１クラスしかな

いようなところに、さらにつけ加えていくとなると非常に大きな規模になってしまうので、

教育環境としてどうかというところになろうかと思いますが、私どもがお調べさせていた

だいた中では、養成施設の中にも美容側は100人以上で１学年、生徒さんがいらっしゃるよ

うなところもおありのようでございますから、そういったところでいけば、例えばクラス

が複数存在することもあり得るのかなと思いますので、それぞれのクラスと同時にやると

いうことであれば、１クラスの編成においてはあまり大きな数字にはならないのかなと思

いますので、その辺り、また実態についてはよく確認した上で、今後の緩和の在り方につ

いては丁寧に検討していきたいと思います。 

○谷本委員 すみません、谷本ですけれども、同時授業は40人を超えてもいい。ですが、

同時授業以外の普通の授業は40人を超えては駄目でしょう。その辺はどうなのですか。同

時授業で１クラス60人でやってもいい。だったら、普通の本科も60人超えていいのですか

ということなのですけれども、こっちは超えてもいいけれども、こっちは超えたらいけな

いという理屈は、それはどういうふうに分けてそういうふうに考えられるのかを教えてい

ただければ。 

○健康・生活衛生局生活衛生課長 ですので、標準的な教育環境の規模としては、１クラ

ス編成は40人ということは私どもとして基本としてお示ししてございます。それはそれぞ

れの先生が教えるに当たっての同時双方向でやり取りするに当たっては、そのぐらいの規

模感でということでございます。 

 一方で、理容側の生徒が非常に減ってきてしまっているというような学校さんが出てき

ているという中で、同時授業という特例が認められているわけでございますので、そうい

ったところにおいては、40人というのをあまり堅持し過ぎてしまうと、同時授業について

なかなか発動できなくなってしまいますので、そこについては超過することはあり得ると

いうことは認識した上で、ただ、お一人お一人の生徒さんにとってみて、ぎゅうぎゅうに

はならないように、そういった教室の環境が確保されているのかどうかということはしっ

かりと確認してくださいと申し上げているということでございます。  

○谷本委員 分かったような分からないような。ありがとうございます。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。クラスサイズ等々についても、教育効果が低下

しないというのを大前提にして柔軟に。学校ごとに施設・設備が違うと思いますので、柔

軟にということですね。ありがとうございました。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 よろしいですか。大変たくさんの御意見いただきまして、ありがとうございました。基

本的には、本日、おまとめいただきました、この中間とりまとめ（案）、全体的な構成と
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内容につきましてはお認めいただけたものというふうに理解しておりますけれども、よろ

しいでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○芳賀委員長 はい。その上で、細かい書きぶり等々で多少加筆・修正を検討していただ

くところもあるのではないかと思いますので、そうした修正につきましては、後日、御意

見いただいた意見の皆さんに御確認していただいた上で委員長一任とさせていただいて、

中間とりまとめとさせていただくことにしたいと思いますけれども、それでよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○芳賀委員長 ありがとうございます。 

 それでは、事務局から連絡事項があればお願いします。 

○健康・生活衛生局生活衛生課指導係長 本日も活発な御審議をいただき、誠にありがと

うございました。 

 ここで大坪健康・生活衛生局長より、一言お礼の御挨拶をさせていただきたいと思いま

す。 

○健康・生活衛生局長 皆様、本日は、またお時間、お忙しいところ、ありがとうござい

ました。 

 去年の６月にこの会、立ち上げさせていただきまして、もともとは国家戦略特区のほう

で問題提起があったことを踏まえて、このような形で会を開催させていただきました。し

かしながら、こうやって開いて、皆様、現場の御意見をいただきますと、様々思っていら

っしゃったいろいろな課題ということも一旦明らかになりましたし、とてもいい時間、会

議体を持たせていただいたと思っております。 

 今回は、少し微修正はございますけれども、一旦中間とりまとめといいますか、こうい

ったとりまとめをしていただきまして、座長の先生には本当にありがとうございました。

一旦とりまとめではございますけれども、今後も人口動態の変化とか担い手の話、また魅

力のある職場づくりといったことでいろいろと御意見いただく機会があると思います。外

部からの指摘もあるでしょうし、内部からも議論したいというお話はウエルカムでござい

ますので、この会議体を使って、今後ともより発展していけるようにと思っております。  

 これまで５回にわたりまして、ありがとうございました。 

○健康・生活衛生局生活衛生課指導係長 大坪局長、ありがとうございました。 

 最後に、本日の議事録は原稿ができ次第、各委員に送付、確認をいただいた上で厚生労

働省ホームページにおいて公表させていただきたいと考えておりますので、併せてよろし

くお願いいたします。 

 事務局からは以上となります。 

○芳賀委員長 ありがとうございました。 

 以上をもちまして、第５回「厚生科学審議会生活衛生適正化分科会理容師・美容師専門



14 

 

委員会」を終了いたします。 

 本日はお忙しいところ、それから、これまで何回もお集まりいただきまして、どうもあ

りがとうございました。 


